青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年９月11日(月)

	入　所　者
	氏　名　　　長瀬　紘一郎　　　様　　　　　　　男・女　昭和17年12月8日生（63歳）

	
	〒039-1166　　住　所　　八戸市田面木エヒサ沢1-11親和荘D　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	食道狭窄

	
	発症時期
	26歳時
	罹 患 期 間
	　約37年

	
	入院回数
	　７回
	延べ入院年数
	　　　　　12年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医 安ヶ平Ｄｒ）
	外来受診日
	木曜日（毎週）

	医療区分
	　（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　2級）

	経済状況
	　　　生活保護　　（月額　102,000円）　

	障害程度区分
	　
	身長
	167cm
	体重
	60Kg

	日中活動の場
	デイナイトケア　青明舎
	免許・資格
	建築士３級

	住まいの場
	アパート（独居）

	保　護　者
	氏　　名　　長瀬　正剛　様　　　　　　　　　続柄　　弟　

	長期目標

　現在の生活サイクルで、アパート暮らしをできるだけ長く継続したい。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①S43.9～S45.1  入院　　松平病院　　　　　　　⑤H2.7～H2.10　　入院　　松平病院

②S52.7～S53.4　入院　　　〃　　　　　　　　　⑥H4.4～H10.9　　入院　　　〃

③S54.12～S55.4　入院　　　〃　　　　　　　　 ⑦H10.9～H11.3　 入院　　　〃

④S61.9～S62.1  入院　　　〃　　　　　　　　　⑧H11.3～　　　　外来　　青南病院

	生活歴

八戸市(下組町)にて同胞4名の第一子長男として出生。幼少の頃、苛性ソーダ(洗剤)を飲んで喉が焼けたとのこと。で食道狭窄となっている。家業が大工だったので幼い頃から携わり、高校卒業し、建築士3級取得し、家業の建築業に従事。24歳時陸上自衛隊に入隊。「自分に合わない」との理由で辞職している。結婚歴はS47.10にあるがS51.2離婚。S42～S43肺結核のため八戸市立市立病院に入院。入院中に器物破損等の行動がみられ、松平病院に転院。S43.9初回回入院となりその後イライラが強くなったり、不眠により入退院を7回繰り返す。症状が落ち着き、家族からの同意もあり、H11.3.12青山荘へ入所。入所中は生活技術、服薬自己管理、食道狭窄に関する身体管理能力等について重点的に訓練し、身につけることが出来ている。H14.3.29アパートへの単身生活の準備が整い退所となる。現在は、デイナイトケア、青明舎利用中。

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は平成10年に死亡。母は現在単身生活、弟は階上町にて、自営の建設事務所をかまえている。母は以前の本人とのかかわりから同居には不安を抱えている。母、弟とも交流はあり、協力的。本人月に１度は生活費受け取りのため実家に帰っている。8/29平和病院受診のため弟が同行している。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年9月11日（月）

	氏　名
	長瀬　紘一郎　様
	男・女
	生年月日
	　昭和１7年12月8日（63歳）


	問題点
	介入方法

	1 食道狭窄

(1) 状態が安定する→食物を多く口に運び再度詰まらせる

(2) 詰まった食物を取れないからとの理由でそのままにし、事後報告となる。
継続した食事摂取の指導が必要
	今回、２回の病院受診の件を受け、病院受診の内容や食事に対する指示があった件について、デイナイトケア、青山荘、外来に情報提供を行う。

〈関係機関⇔青明舎〉

· 食事摂取状況のついての情報提供・情報収集

· 食道の状態にまたは体調に変化があった時の情報提供・情報収集

〈青明舎→本人〉

・本人宅へ訪問し食事内容の確認（食事表による確認）と食事摂取の再度指導

・食道に詰まった時には情報収集、必要があれば病院受診同行

・家族への情報提供、連絡

	これまでの経過（最終評価日　H１８年６月　　日）

	現在、月～金デイナイトケア利用。土日は青明舎を利用、食事は昼・夕食は青山荘でとっている。

土日は青明舎を利用について、「DNCのスタッフから言われているから」と強く話すことがあり、青山荘に昼食を摂りに行く際に、青明舎スタッフの許可を得なければという意識があり「～いいですか」という聞き方が多い。その都度、青明舎の利用について説明を行い、利用時間の１０時～１７時まで過ごさなければいけないわけではないこと、平日はデイナイトケアを利用しているため休みの日に出来ることを優先的に行うよう説明し促している。何度か説明を繰り返すうちに、８月からは午前中利用して、午後からは洗濯や買い物を行うことため、帰宅することが増えている。除々に時間の利用の仕方について考えることができるようなっている。

　8/13本人が実家に帰省した際に、昼食時の赤飯を食べ食堂に詰まらせている。8/14デイナイトケア利用予定日であったが、体調不良を理由に欠席の電話をする。デイナイトケアより情報提供あり、本人宅を訪問すると夕食・朝食を摂っておらず、また服薬も行っていない。デイナイトケアに訪問時の様子を報告し、平和病院受診に同行して欲しいとの依頼を受ける。家族は盆で来られず青明舎で対応。

平和病院受診では消化器科が休診のため外科の医師に診てもらう。食道には何も詰まっておらず、2年前に肉が詰まって処置した時に比べると食道の状態は悪くなっているため詰まっている感じが摂れなかったではないかとの事。これ以上良くなることは無いため、2週間に１度受診し現在の状態を維持するための処置を行った方がいいと医師より説明を受ける。また家族に一緒に受診してもらい、状態を把握してほしいため、２週間後に再度受診することを決める。食事については極かゆ刻みであってもよく噛んで食事をするよう指導あり。

2週間後の受診については同行した弟様より報告あり。これまで主治医であった消化器医師が診たとのこと。本人から「食道の調子がいい」との話があり、また他の内臓の検査もするが異常もないとの事。主治医より2週間に1度の受診の必要はないが詰まったらすぐに受診するように話があり、また食事の摂り方についても指導が有ったとのこと。


プラン計画者　氏名：　小田　朱里　　　　　　　　　　　　　　
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